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平成16年 春季企画展展示会場入 り口

企画展 平成16年 春季企画展

公開講座

研究ノー ト

総合博物館 日誌

平 成16年 春 季 企 画 展 関連 イベ ン ト..

平 成16年 春 季 企 画 展 に よせ て

総 合博 物 館 レ クチ ャー ・シ リー ズ

版 行 地 図 と読 者
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企画展

平成16年 春季企画展

「森 と里 と海 の つ なが り
一京 大 フ ィ ー ル ド研 の 挑 戦 一」

期 間

開館時間

会 場

平成16年6月2日(水)～8月29日(日)

(月 ・火曜 日休館,た だ し,8月17日(火)は 臨時 開館)

午前9時30分 ～午後4時30分(入 館 は4時 まで)

京都大学総合博物館南館2階 企 画展示室

平成16年 春季企画展

関連 イベン ト

月 日

6月2～4日

6月5日

6月24～26日

7月10日

7月23～25日

7月31日

8月7日

8月14日

8月21日

8月26～29日

曜 日

水～金

土

木～土

土

金 ～ 日

土

土

土

土

木 ～ 日

イ ベ ン ト

実演

割 り箸細工 *事 前申込不要

レクチ ャー18&ガ イ ド

日本人 と森

実演
割 り箸細工 *事 前申込不要

レクチ ャー19&ガ イ ド

森林生態系 の しくみ 一水土保全機能につ いて

実演
割 り箸細工 *事 前申込不要

レクチ ャー20&ガ イ ド

魚の赤 ち ゃんの大 冒険

レクチ ャー21&ガ イ ド

森 か らの宅配便

レクチ ャー22&ガ イ ド

若狭 の海の水 中散歩

レクチ ャー23&ガ イ ド

無用 の用"自 然?環 境?森 の働 き?"

実演
割 り箸細工 *事 前申込不要

講 演 者

小 池 正 孝

竹 内 典 之

小 池 正 孝

徳 地 直 子

小 池 正 孝

田 川 正 朋

芝 正 己

益 田 玲 爾

中 島 皇

小 池 正 孝
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レ ク チ ャ ー&ガ イ ド

1日2回 講演10:30～12:00,14:00～15:30

申込締切:各 回 とも開催 日の1週 間前 まで に申 し込 んで下 さい。

会 場:京 都大学総合博物館(京 都 市左 京区吉 田本町)

対 象:主 に高校生 ～熟年の方 を対象。小学生高学年以上は参加可 。(小 学生の場合 には保護i者同伴)

定 員:40名(希 望 者多数の場合 は抽選)

受 講 料:無 料 ですが博物館への入場 料は必 要です。

(大人400円,大 学生 ・高校生300円,中 学生 ・小学生200円,小 児 ・70才 以上 である ことの

証 明をお持 ちの方 は,無 料)。

申込方法:官 製往復 はが きに参加希望者の住所 ・電話番号 ・e-mailア ドレス(あ れば記 入)・ 氏名 ・年齢 ・

小学生の場合 は付 き添 い者の氏名 ・午前 か午 後の希望 を記 して下記宛先 に郵送 して ください。返信用 はが

きには返信用宛名 を書 いておいて くだ さい。

締め切 り:開 催 日の1週 間前 まで にお申 し込 み下 さい。

公開講座

「森 と里 と海 の つ なが り」

京都 大学百周 年時計 台記念館2階 国際交流 ホール 皿(6月26日 のみ京都大学総合博:物館2階 セ ミナー室)

にて開催。

6月12日(土)10:00～12:30「 日本の森林は今」

京都大学 ブイール ド科学教育研 究セ ンター教授 竹内典之

6月19日(土)10:00～12:30「 海の中の弱肉強食」

京都大学 フィール ド科学教育研 究セ ンター舞鶴水産実験所 教授 山下洋

6月26日(土)10:00～12:30「 宝の海か ら」

京都大学 フ ィール ド科学教育研 究セ ンター瀬戸臨海実験所助教授 久保 田信

7月3日(±)10:00～12:30「 日本海文化 と黒潮文化」

京都大学 フ ィール ド科学教育研 究セ ンター舞鶴水産実験所助 手 上野正博:

京都大学 フ ィール ド科学教育研 究セ ンター紀伊大島実験所 助手 梅本信也

そ の 他

8月25日(水)～8月29日(日)

夏 休 み 学 習 教 室 、 企 画 展 示 「森 と里 と 海 の つ な が り」 ガ イ ド ッ ア ー

問 い あ わ せ 先:事 業 掛 電 話 番 号:075-753-3272/FAX:075-753-3277

締 め 切 り:平 成16年8月13日(金)
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平成16年 春季企画展 によせ て

は じめに

総 合博物 館 では,平 成16年6月2日 よ り8月

29日 まで企画 展 「森 と里 と海 のつ なが り一京 大

フィール ド研の挑戦 一」 を開催 している。

フィール ド研(正 式名称:京 都大学 フ ィール ド

科学教育研究セ ンター,田 中克セ ンター長)は 水

産実験所,演 習林,臨 海実験所 な どが学部横断的

に結集 し,京 大の伝統である フィール ドサ イエ ン

スの一大拠点 として平成15年4月 に発足 した。

陸 ・海 を網羅す る人材 ・施 設を擁す る強み を生

か し,新 たな統合科学 と して 「森里海連環学」 を

創生 し,地 球規模の環境 問題 を包括的 に解決する

21世 紀 の パ ラ ダイ ム を構 築 す る とい う壮 大 な

ミッシ ョンを掲げ る。今回の企画展 はこの課題 に

正面 か ら取 り組んだ ものである。 なお,展 示工事

は,伏 見工芸があた り,石 橋氏 を中心 とす るチー

ムが精力的 に作 業 して くれた。

見つかった多数の小型鳥獣の骨 格が展示 され てい

る。 これを見 れば,猛 禽類 を支 えるためには多数

の鳥獣 の存在が不 口∫欠であ り,そ の鳥獣 を支 える

ためには,森 の生態系が健全でなければいけない

ことに系内イ昇力§ゆ く。

また,森 ・里 ・海の 「つなが り」 を示す試み も

随所 に見 られる。 たとえば森 と海のつ なが りにつ

いて,「 魚付 き林」 が紹介 されてい る。豊 か な漁

場 の後背地 には豊か な植生がある ことは,漁 業関

係者 の問では常識で,魚 付 き林 と呼 ばれ古来大切

に されて きた。 さらに,近 年漁 業関係者が植林 に

よって漁獲量の回復 に成功 している実例がい くつ

もある。 ただ し,森 と海は,別 々の分野で研究 さ

れて きたため魚付 き林 を科学 的に解明 した例 はほ

とん どない らしい。展示では この ような経験則 に

つ いて もターゲ ッ トと して と りあげ,総 合的 に科

学 しよ うとしてい るフ ィール ド研 の姿勢が示 され

ている。

本展示企画制作

大学博物館 における情報発信 の一環 として,高

度 な内容 を担保 しなが ら一般 の来館者の方々 に楽

しくわか りやすい展示 を 目指 し,次 の ような点に

留意 して準備 を進 めた。

展 示 の テ ーマ

展示は,森,里,海 の3つ の コーナーに大別 さ

れ,そ れぞれ興味深い展示が展開 されている。 た

とえば,海 のコーナーには清浄な浜で しかみ られ

ない鳴 き砂 の分布域が減少 した ことを紹 介す るパ

ネルが,鳴 き砂 とともに展示 されている。森 のコー

ナーには,猛 禽類の食べかす(ペ リッ ト)中 か ら

1)テ ーマの絞 り込み

まず,森 ・胆 ・海の連環 をわか りやす く表すた

めの トピ ックの絞 り込み を行 う とともに,ト ピッ

クを端的 に表現す る展示物の選定 を行 った。その

結果,パ ネルの数 は従来 よ りも精選 された。 さら

にパ ネルに盛 り込 む内容 は,入 館者が立って読 む

の に拒 否反応がで ないよ うになるべ く短 く平易 な

文章 を心 がけた。 各パ ネルについて担当 された先

生方 か ら出て きた原稿 について,と りまとめの竹

内典 之教授 が中心 となって文体の統 一や難解 と思

われる箇所 をチェ ックしていただ き,担 当の先生
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にフ ィー ドバ ックをかけていただ くことを繰 り返

して改良 を重ねた。 原稿 の とりま とめ を教 官が行

うこ とで,パ ネル作 成のために業者が取材する必

要が な くな り,人 件 費を節約す る効果 もあ った。

2)貴 重 な資料の大 々的な展示

北海道か ら山口県 に展 開す る施設で特色 ある研

究 ・資料収 集活動が行 われ ている強み を生 か し,

資料 をで きるだけ多 く展示す るこ とと した。北海

道 か らは クマ タカの剥 製 とフ クロウのペ リッ ト,

間伐材 を使 って開発 された 「木 ロウソク」 な どが

出品 されている。研 究林か らは,直 径L5m,樹

齢1000年 を超 える タイ ワンヒ ノキをは じめ とす

る多 くの木材 断面標本 や,直 径数十セ ンチ長 さ4

メー トルの樹 幹標本5本(こ れ ら巨木の輸送 はす

べ て芦生の演 習林 の技術職員の皆 さんの労働奉仕

に よって実現 した),自 浜の臨海実験 所か らは旧

蔵(現 在は博物館収蔵)の 長 さ2mの イワシクジ

ラ頭骨が出陳 されている。熊野養蜂で今 も使 われ

ている木の幹 を くりぬいた蜂の巣箱 をは じめ とす

る南紀の農林水 産業 関連 の民具 コ レクシ ョンも飾

られてお り,館 の入 り口や会場への階段 には畳何

畳敷 きもの大 きさの大漁旗が翻 っている。 さらに

は,舞 鶴湾,白 浜,由 良川の魚や無脊椎動物 が水

槽 に飼育 されているの も見 られ る。 フ ィール ド研

の収集活動の幅広 さと,研 究 コ ンセ プ トの奥 行 き

の深 さを如実 に示 したこれ らの盛 りだ くさんの展

示 品は,と りわけ来館者 か ら大変 な評判 を得てい

る。

3)展 示 と関連 した行事

今 回の企画展示では,も のやパ ネルによる展示

に加 え,フ ィール ド研 の先生方が…般来館者向け

に,ほ ぼ毎 週末 の土 曜 日に レクチ ャー と案 内 を

セ ッ トに した催 しを開催 して くだ さることとなっ

た。す でに第一回 目が竹 内典之先生 によ り,レ ク

チ ャー 「日本人 と森」 と展示 ガイ ドを組み合わせ

て開催 された。 午前午 後2回 にわ た り延べ70名

近 くの参加者が熱心 に受講 された。

No.18

また,展 示 とリンクさせ てフ ィー ル ド研 の 目指

す 「森里海連環 学」 を広 く一般の方 々にも知って

いただ くため,7月17日(土)と24日(土)の

両 日13時30分 よ り「森 と里 と海のつ なが り一"心

に森 を築 く"」 時計 台対話集 会が企画 されている。

会場 は京 都大 学百 周年時計 台 記念館 百周 年記 念

ホールであ る。7月17日(土)に は作家で,ア ファ

ンの森財 団代表 のC.W.ニ コル氏 による 「森 を

築 い て海 を思 う」 の講 演が あ る。 また,7月24

日(土)に は,気 仙沼 で牡蠣 を育て るため に植 林

運動 を実践 されている畠山重篤氏(牡 蠣の森 を慕

う会代表),国 際 日本 文化研究 セ ンター教授安 田

喜憲氏,海 洋政策研究所長寺 島紘士氏,フ ィール

ド研 の田中克教授,梅 本信 也助手 などによる海 ・

里 ・森の連関 についてそれぞ れの専 門の立場か ら

の講演が予定 されている。

4)展 示 を一過性 に終 わ らせ ない

企画展示では,と りわけ,パ ネルの制作 にあたっ

て担当の先生方 に多大 な労力 をおか けす ることと

なる。 しか も,用 意 していただいた文章や写真 は

パ ネルに押 し込め るために徹底的 に切 り刻 まれる

こ ととなる。 さらに,展 示 は期 間限定の ものであ

る。今回の企画展 に関 しては,せ っか くの先生方

の尽力 を一過性 で ない もの とす るために,パ ネル

に盛 りきれ なか った内容 を編集 し,書 籍 として出

版す るこ ととな り鋭意準備 中である。展示 と密接

に関連 した書籍 を出版 ・販売 するこ とで,従 来か

ら観 覧者 よ り要望の強かった カタロ グの販売 とい

う課題 も同時 に解消で きる運 び となった。



July 2004 京都大学

5)足 で稼 ぐ広報活動

企画展示 は,担 当の先生方 に とって も,そ れ を

支 える事務職員 ・技術 職員に とって も多大 な負担

のかかる事業であ る。 ならば,せ っか くの努力の

成果 を多 くの人 たちに見 て もらいたい。 この気持

ちを強 くもたれ たフィール ド研 と総合博:物館の教

職 員 が手分 け して近 隣の団地 へ の ビラの全戸 配

布,小 中学校,修 学旅行生の宿泊す る宿 な どへの

ビラの配布 な どを していただいている。 また,博

物館 で も京都大学記者 クラブ加盟 の報道 関係者へ

の情報提供,ま た館の ファンの方 々へ のご案 内な

どを通 じて入場者の獲得 に努 力 している ところで

ある。本記事 を読 まれ た諸賢 もぜ ひ周 囲の方 々に

この展示 をご紹介 いただ きた く思 う。

6)つ なが りで広が る展示の輪

今回の展示 や展示 とリンク した催 しには,多 く

の学外関係者か らご協力 いただいてい る。た とえ

ば,リ サ イクルを象徴す る もの と して使用 済みの

割 り箸 を使 った海の生 き物の彫刻 を多数展 示 して

いるが,こ れは,千 葉在住の アマチ ュアの彫刻家

小池正孝氏の作 品群 である。氏 は,割 り箸 を接着

剤でつ ないで集成材 をつ くり,そ こか ら生 き生 き

とした生 き物 を彫 り出 されている。 中で もタコを

彫 った もの は,足 の曲線 の見事 さに来館 者か ら感

嘆の声が発せ られている。今 回は,氏 の ご好意に

よ り,会 期 中4回,延 べ13日 にわたって会場 内

で彫像制作の実演 をしていただいてお り,来 館者

の人気の的 となっている。この ように して,学 外

か らも様 々な協 力 をいただ きなが ら作 り上 げられ

たのが この企画展である。

学の窓 口 としての役割 は従来 に もま して重要 なこ

ととなっている。一方 で,予 算処置 を始め,こ の

ような活動 を取 り巻 く環境 は厳 しい ものがあ る。

この ような情勢の素で,今 回の企画展 にあた っ

ては,法 人化後第1回 にふ さわ しい新機軸の展示

を世 に問いたいとの心意気 をもってフ ィール ド研

と博物館 の教員 ・事務職員 ・技術職員 が皆で知恵

を出 し合 って観覧者 に満足 していただける展示の

制作 にあたった。 また,展 示 を単 に一過性で終わ

らせ る ことのない ように,関 連 した様 々な催 しを

計 画 し,展 示内容 を詳 しく解説 した書籍 の出版 も

実現 させ つつある。 さらに,経 費節 減のため,パ

ネルの制作,展 示 品の制作 ・選定 ・輸 送,広 報活

動のあ らゆる局面 に,多 くの人 たちが汗 を流 しつ

つ手弁当で深 く携 わること とな り,同 じ経験 を共

有する中で連帯意識 も深 まった。

しか し,客 観 的 にみ れ ば,「 パ ネル は簡 便 に,

盛 り込め ない内容 は書籍 に,実 物資料 を通 じて感

動 を,研 究者が直接語 りかけて正 しく楽 しい情報

提供 を,展 示 と関連 した催 し物で よ り深い理解 を,

広報 は汗 してがんばれ」 とい う企画展示 にとって

のご く基本的 なイロハを愚直 に実践 したにす ぎな

いのか も知れ ない。愚直 な我 々の展示が観覧者に

どの程度受 け入れていただけるのか,開 催期 間中

に多 くの諸賢が来館 されご判断 いただければ大変

幸せであ る。

(京都大学総合博物館情報発信系教授 ・大野照文)

7)新 機軸の展示 とい う意気込 み

筆者が博物館側の主担 に任ぜ られた企画展 につ

いて紹 介させていただいた。一般向 けに展示 を公

開 して3年 を迎 える総 合博物館 は,大 学の社会 に

開かれた窓 口 として研 究 ・教育 の成果 をわか りや

す く,楽 しく,し か も大学 としての レベ ル と衿持

を保 ちなが ら紹介 してゆ く場 である。折 しも今年

4月 よ り京都大学 は法 人化 され,従 来 にもま して

社 会へ の貢献が要求 されてお り,総 合博物館の大
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公開講座

総 合 博 物 館 レ クチ ャ ー ・シ リー ズ

第15回 「マ ダガ ス カル の爬 虫類 とそ の 多 様 性 」

疋田努先生(京 都大学大学院理学研究科助教授)

平成16年2月8日(土 曜日)

疋田努先生は,京 都大学大学院理学研究科で爬虫類の分類学・

系統学 ・生物地理学の研究をされています。爬虫類をつかま

える名人と異名を取るほど野外での調査経験を豊富にお持 ち

です。最近では,ご 自身の研究成呆も含めて 「爬虫類の進化」

という著書を東京大学出版会から出されています。

マ ダガスカル島は世界 で第4番 目の大 きな島で,そ の面積 は日本の約1.6倍 にあ た ります。 イ ン ド洋上 に

あ り,も っ とも近い大 陸であ るア フリカ とはモザ ンビー ク海峡 で約400km隔 て られている だけですが,

その生物相 はアフリカとは非常 に違 ってい ます。 この島はジュラ紀 の中期,約1億6千 万年前 に,南 の ゴ

ン ドワナ大陸が,分 裂 した際 に,イ ン ドとともにアフリカや南ア メリカか ら分離 した と考え られてい る非

常 に古 い島なのです。 このためマ ダガスカル島で は,多 くの生物が独 自の進化 を遂げてい ます 。哺乳類で

はキ ッネザル類や テ ンレック類,鳥 類 ではオオハ シモ ズ類が有名です。爬 虫類で は,カ メレオ ン類や昼行

性 の ヒルヤモ リ類が多様化 してお り,ブ キオ トカゲ類や オビ トカゲ類 な ど独 自の グルー プが分布 していま

す。奇妙 な ことにアフ リカには分布 しない南 ア メリカ と共通のボア類 や ヨコクビガメ類 も生息 しています。

マ ダガス カルの自然 とそこに生息する爬 虫類 を紹 介 しなが ら,マ ダガスカルの爬虫類の分類 ・系統学研究

について紹介いただ きま した。

第16回 「京 都 大 学 の 所 蔵 す る鉱 物 標 本 の整 理 ・登 録 とデ ー タベ ー ス作 成 まで 」

豊遙秋先生(独 立行政法人産業技術総合研究所地質調査総合センター地質標本館前館長)

平成16年3月27日(土 曜 日)

京都大学総 合博 物館 には,ス ペースの都合か ら皆 さんに見ていた

だ くことの 出来 ない貴重な コレクションが沢 山あ ります。 日本 産

を中心 とす る鉱物標本類 もその一つです。 そこで,今 回は,鉱 物

学の第一人者であ り,ま た全国 日本産鉱物 コ レクシ ョンの整理 ・

登録 に尽力 されてお られ る豊(ぶ んの)先 生 に鉱物のお話 をお願

い しま した。鉱物 に限 らず,学 術標本資料 は,整 理 ・登録が行 き

届いては じめて,研 究や展示 に利用で きます。 なお,レ クチ ャー

当 日京大の鉱物標本 コ レクシ ョンの一部 を特 別公 開 しま した。展 水晶日本式双晶

示 にあた っては,財 団法 人益富地学会館 の藤原 卓氏 の協力 をいただ きま した。

大学 博物館 は大学 の行 っている研究成果 を社会に発信す る役割 を持 っている事 は言 うまで もあ りませ ん。

特 に自然科学分野 における標本 の存在 は大 き く,地 球科学 にお ける膨大 な岩石 ・鉱物 ・化石 などの地質標本

は成果の一部 と して博物館 や大学の研究室 に蓄積 されてい ます。 また大学が地球科学分野 の教育 と研 究 を

開始 する と同時 に教材 として購 入 され た大量 の地質標本 はきわめて質の高い コレクシ ョンとして,100年
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近い歴史 を持 つ もの もあ ります。 これ までに東京大学,京 都大学,秋 田大学,大 阪大学 などの大 学博物館

の鉱物標本 のデー タベ ース作成 に関わ って こられま したが,こ れ に含 まれる情報 として次の ような項 目を

含 むデー タカー ドの作成 を行 ってい ます 。即 ち,一 つの標本 に対 して,登 録番号,分 類,鉱 物 名,産 地,

産状(成 因),簡 単 な標本 の記載,採 集者,寄 贈者,な ど多 岐に亘 り標本 を見 る為の参考 になる よう留意

されて こられ ました。 この ようなご経験 か ら,京 大の標本のすば ら しさを紹介 して いただ くとともに,ま

だ十分では無 い台帳づ くりを急 ぐ必 要性 も述べ てい ただきま した。

第17回 「琉 球 列 島 の化 石 鳥類 相 の研 究 一化 石 か ら探 る,生 態 系 の過 去 ・現 在 ・未 来 一」

松岡廣繁先生(京 都大学大学院理学研究科 ・地質学鉱物学教室助手)

平成16年4月24日(土 曜日)

今回は,鳥 類化石の専門家である松 岡廣繁先生 に,沖 縄 特有の鳥の仲 間

の先 史時代 の様子 について ご講演 いただ きま した。鳥の分布 を手 がか り

に鳥が住 むこ とので きた森林の生態系 に まで迫 ろう とする意欲 的なお話

です。

琉球 列島,と くに沖縄島のヤ ンバルや奄美大 島には,多 くの固有種が生

息 す る森林が存在 します。その成立 ・変遷 史 を解明す るため,3万 ～1

万数千年前(最 終氷期極 相期 頃)の 化石 を調べた ところ,ヤ ンバル クイ

ナ ・ノグチゲ ラ ・アマ ミヤマ シギ ・オオ トラツグ ミ ・ル リカケスな どの,

ヤ ンバルまたは奄美諸島 に生息す るすべ ての固有種が,か つては沖縄 島

の南部 まで生息 した ことが判 明 しました。 また,オ オ トラ ツグ ミとアマ

ミヤマシギ は,現 在 まった く記録 のない宮古 島か らも発見 されたのです。

かつ ては,中 部琉球全体 は もちろん一部宮古諸島 にまで,現 在 のヤ ンバ

ル と奄美 を合わせた均 質性 を持つ,固 有度の高い鳥類相 が広が ってい たと考 えられ ます。 これ らの鳥の多

くは森か らで ることがあ りませ ん。 どうや ら,森 林の減少が鳥類相の衰退 をもた らした ようです。鳥の保

全 のため にも森林保全 が重要で あるこ とを3万 年 の歴 史を通 じて学ぶ ことので きた講演 で した。

第18回 「日本 人 と森 」(総 合博 物館 ・フィー ル ド研 共 同企画)

竹内典之先生(フ ィール ド科学教育研究センター教授)

平成16年6月5日(土 曜 日)

総合博物館 では,平 成16年6月2日(水)～8月29日(日)に かけて 「森 は海の恋人」の世界へのい ざ

ない と名付 けた企画展示 を開催 中です。 日本人の心 のふ るさとである巨木が たたず む豊か な森,ア ユ が踊

る清流の里,生 命あふれる渚の満 ち干。私達 日本人の心 のふ る さとは,ど こへ行 って しまったので しょう。

森 と里 と海 のつ なが りは,日 本 と世 界の未来の子供 達の財産です。平成15年4月 に発足 したフ ィール ド

科学教育研究 セ ンターは,森 と里 と海のつなが りを再生 させる新 たな科学の誕生 に挑戦 してい ます。 その

姿 を数多 くの展示 品を交 えてわか りやす く展示 したのが今回の企 画展 です。期 間中フィール ド研 の先生方

が展示関連 の講演 と展示会場の案 内を して くださいます。その第一弾 として竹内先生 に講演 と展示解説 を

していただ きました。竹内先生は,森 林資源 の持続的 な管理理論 の研究等 を通 じて手入れ されな くなって

劣化の著 しい 日本の人工林 ・二次林 の再生 に取 り組 まれてい ます。
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日本人は,常 に身の回 りにあ った森

林か ら燃料,木 材,き の こ,木 の実,

山菜 な どの恵 み を受 けて き ました。

また,加 工が容易で性質 も優れた木

材 を,燃 料 と して,建 築,造 船,家 具,

器具,道 具な どの材料 として幅広 く

利用する ことに よって,「 木の文化」

といわれ る日本 の文化 を育 んで きま

した。 しか し,輸 入材 との競争か ら,

針葉樹 中心の人工林 は手入れが行 き届かな くなっているのが現状の ようです。質の よい材 を,自 然 と調和

的 に生産する方法 な ど,先 生が携わ って こられた研究 を中心 にお話いただ きました。

　 　 ノ 　 ト

版行地図 と読者

今 回取 り上げたのは,版 行 地図 とその利用者一

ここでは広い意味で 「読者」 としておこう一 の関

係 である。地図内の情 報が享受 される過程 につい

ては,い まだ不透 明 な点 も多いのが現状 であ り,

小稿 は この点 を考 えるための手がか りをつ かむ作

業である。

江戸 時代 に版行 され た地図 は,ど の程度庶民 の

手 に届いていたのか。 この点 を知るために,小 野

田一幸氏 の最新 の成果 を もとに,京 都 図をは じめ

とす る版行 地 図 の値 段 を示 した(表1)。 なお,

当時代 表的な版元 であった林氏吉永の図のみ を掲

げてあ る。 表の うち,2番 目の 図(「 新撰増 補京

大絵 図」〈写真参照 〉と推 定 されている)の 価格

だけが20年 間で3倍 以上 に高騰 し,世 界 図 と同

「新撰増補京大絵図」(林 氏吉永板,貞 享3年),京

都大学附属図書館蔵 総合博物館では本図の複製 を

常設展示 している。

(表1)林 氏吉永版行地図の価格

地図(名 称)

1京 之図

2同 大絵図

3内 裏図
4世 界之図

5同 小之図

6日 本之 図

7江 戸 図

8大 坂之図

9日 光之 図

10鎌 倉 之図

11伊 勢 之図

元禄9年(1696)

6分

1匁3分

1匁3分

5匁

1匁

2匁

8分

1匁

1匁5分

8分

1匁5分

宝永6年(1709)

6分

3匁3分

1匁3分

5匁

1匁

2匁

8分

1匁5分

8分

1匁5分

正徳5年(1715)

6分

4匁3分

1匁3分

5匁

1匁

2匁

1匁5分

8分

1匁5分

備 考

新撰増補京大絵図(貞 享3)お よび系統図

本朝 図鑑綱 目(貞 享5・ 元禄2)

新撰増補大坂大絵図(貞 享4)

小 野 田(2004)を も と に作 成
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等近 くにまでなっている。 それだ け需要があった

か らとも考 え られるが,正 確 なところは不明 とせ

ざるを得 ない。ただ,他 の図の値段 に全 く変化 が

ない ことか らみて も,こ の図が特別の扱 い を受け

てい たことは明 らかである。いずれ にせ よ,こ こ

では京都図 をは じめ,多 くの刊行図が5匁 程 度 ま

でに収 まる値段であった ことを確認 してお きたい。

小野 田氏 は 「大 まかな目安」 と して,正 徳4年

(1714)に おけ る大坂 の積登 せ商 品 として米一石

(≒140kg)が144.3匁 であることや,越 後屋 京本

店 の 日雇 いがL2匁(正 徳3年)で あ った ことを

記 し,「庶民 には容易 に手が 出せ る もので はなか っ

た」 と述べている。確 かに,た かが1枚 の地図 に

日雇い賃 と同等 もしくはそれ以上の値段 を出す こ

とは,そ れな りの出費 であったと思われ る。ただ

し,多 少 な りとも余裕 のある者であれば十分 に手

の届 く範囲の値段 であった ことも見逃せ ない。 ま

た,い わゆ る模写 図が数多 く現存 してい る状 況 を

考 えれ ば,他 の者が購入 した図を借 り出 して閲覧 ・

模写す るような行為 が頻繁 に行われていた ことは

明 らかである。 この ような点 を考 えれば,版 行地

図の読者層 はかな り広 い と言 えるであろ う。

地図の読 者は,地 図 とどのような関係 を取 り結

んだのであろ うか。筆者 は,江 戸時代 の地図 を調

査 してい くなかで,書 き込 みが なされた図 に幾度

とな く出会って きた。ここでは京都大学附属 図書

館 に所蔵 される林氏吉永版 の京都図(大 塚 コレク

シ ョン)の 中か ら,そ の ような例 を挙 げてお く。

まず,「 新撰増補京大絵図」(1709)に は,東 洞院

通姉小 路 東入 ル付近 に朱 で二重 丸が付 され てい

る。 この地図の読者が 自宅 を書 き加 えたのであろ

うか。あるいは,そ こが訪問先であ り,そ の 目印

と して付 され たのか も知れ ない。 「宝永 改正洛 中

洛外図」(1715)に は,「か うだう(=革 堂)」 や 「六

か くた う(=六 角堂)」,「 い なハや くし(;因 幡

薬師)」 とい った庶民 に人気のあ った寺院 に朱 で

印が加 えられてお り,あ きらか に参詣(観 光)の

ための加筆 である。 「新版増補京絵 図」(1723)に

は,三 条通 ・四条通 ・鳥丸通 などに朱線 が引 かれ

ているが,そ の引 き方 は粗雑であ り,絵 師に よる

装飾線 とは考 えに くい。地図の読者が利便性 な ど

;~:~~~c

を考慮 して加筆 した もの と判断で きる。 これ らは

道路地図 ・観光地図 として地 図が利用 されていた

例であ る。

版行地図が道路地 図 ・観光地 図 として期待 され

ていた ことは,版 元側 の状況 か らも推測す ること

が で きる。 た とえば,西 国三十 三所第3番 札所,

紀州粉川寺の門前では,当 地 の版元が西国巡礼用

の地図 を製作 していた。地 図には札所の他 に付近

の名所 など も描 かれてお り,道 路地図や観光地 図

としての使用 を目論 んだ販売 であることは明 らか

で ある。 さらにい うな らば,今 の観光地 と同 じく

「お みやげ」 の一 品 と して も売 り出 され ていたで

あ ろう。

一方
,多 少異 なる使用法 も確認す ることがで き

る。例 として,当 館 に収蔵 されている 「初版 京

都 大絵 図 全 」(1863,八 大屋 弥吉 版 とされ る)

を挙 げてお く。 この図には,地 図内 に記載 された

村や寺社 に□や△ といった地 図記号的表現が朱 で

加筆 され,表 紙 には 「□勅村,△ 霊 物御 覧 … 」

といった ような凡例 が後筆 で添 え られてい る。 ま

た,地 図に記載 され ていない事 物 については,「七

本松一条上 ル 清和 院」 な どの ように枠外 に加筆

されて もいる。 この ような所作 は,地 図の読者(使

用者)が,地 図 とは別 の ところで得 た知識 をこの

「山城国旧地図」(森 幸安作の写図),京 都大学総合

博物館蔵 総合博物館 には,同 図を写 したと思われ

る写図が もう1点 ある。
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地 図一Lに反映 させ た結果 と見 るこ とがで きる。 こ

の場合,版 行 地図は知的作業 の成果 を表現するた

めのベ ースマ ップとして位置づ け られていた。

道路地図や観光地 図,作 業原図 としての使 用は,

版行地図の情 報 を全面 的に受入れ るとい う点では

共通点 を持 っている と言 って よい。それ に対 して,

版行地図の記載 内容 や さらには地図 自体 に対 して

一定の距離 を保 つ ような見方 をす る者 もいた。そ

の典 型 的 な人物 の ひ と りが森 幸 安(1701～?)

である。彼は 自ら300点 を超す地図 を作 製 してお

り,当 館 にもその模写 図が収蔵 されている 〈写真

参照 〉。18世 紀 を代 表す る地図作製者 の1人 であ

る彼 は,版 行 地図 をどの ように評価 していたのか。

森幸安の版行地 図へ の態度が もっとも明瞭に示

されてい るのは,国 立公文書館所蔵の森幸安作 「城

池天府京師地図」(1750)に ある 「図説」 である。

(前略)然 書林 開板流布干世之大 中小京 師絵 圖,

甚以多焉。難然,有 輿地廣狭路程長短,不 全地理。

袋 貞享年京師絵 圖所林 氏吉永壽櫻 京洛内外絵 圖。

弘干世。宝永正徳享保年各 々再梓布干世。寛保年

復改正以今廣 干世。此 圖難洛 中町匠全地理,於 洛

外者,屡 々有長短。以不為地圖。今新 圖焉。

京都 に関する版行地 図は大 中小 とさまざまな図

が数多 く出回 っているが,土 地の広狭 や距離 の長

短が正 しく表現 されてお らず,「 不全地理」,す な

わち 「地の理」 が全 うされてい ない と,幸 安 は言

う。吉永版の図 について も幸安 は厳 しく,洛 中の

記載 はよいが,洛 外 については距離が不 正確 であ

り,や は り(他 の版元 の図 と同 じ く)「 地図」 で

はない と断 じている。

辻垣氏 らによる と,幸 安 自身は 「地の理」 が備

わった図 を 「地 図」 とよび,そ れ以外 は 「絵 図」

である と考 えていた。「地の理」 とは,上 記 の引

用箇所か らも窺える ように距離や面積,方 位 な ど

が適切であ ることである。確 かに,吉 永版 の京都

図を見 る と,洛 中は ともか く,洛 外 は明 らかに距

離 や方角 に歪みが生 じている。幸安の言 う 「地の

理」 は全 うされていない。 この点で,吉 永版 の京

都 図 も 「絵図」 に過 ぎず,「 地 図」 では ない とさ

れたのであ る。

森幸安の地図観 について,筆 者 は研 究 を開始 し

ノVo.18

たばか りであ り,こ れ以上 に論 じることはで きな

い。 ただ し,こ の ような態度 を見れ ば,幸 安 は版

行地図 を資料 ない し研究対象 として見ていた こと

が 分か る。18世 紀 にお ける地 図の読 者 のなか で

も,い ろい ろな意味 で熱心 な読者であ った ことは

間違い ない。

手描図 に比べ,版 行地 図はその流布の範囲は明

らか に広 く,そ こに掲載 され た地理情報 の影響力

も必然的 に広範 囲に渡 る もの となる。ただ し,こ

こで見 て きた ように,「 影響 力」 と一言 で片づ け

て しまうことはで きない。地図 に記 された情報 か

ら益 を得 る者,そ の情報 に自らの知見 を加 える者,

そ してその情報 自体 に疑 いを持 ち,批 判 を加 えて

い く者。読者は,版 行地図 に対 して さまざまな地

点か ら関係 をと り結ぶ ことがで きたのであ り,ま

た 「読書」 をする度 に,そ の関係 を変化 させ るこ

とも可能であった。幸安 に して も,林 氏吉永 の版

行 した内裏図 をそのま ま模写 して,自 らの コレク

シ ョンに加 えている例 もあ り(北 野天満宮蔵 「当

今皇城地図」),全 ての版行地図 を却下 しているわ

けで はない。

読者ない し享受す る側 に視点 を置いて,古 地 図

資料 をとらえなお してい く試み は,ま だ始 まった

ばか りであ り,江 戸時代の読者 にどの ような特徴

が見いだせるのか,に ついて はこれか らの課題 で

あ る。た だ,出 版 文化 が 開花 し,「 情 報 化社 会」

となった江戸 時代 の人々の情報への接 し方を とら

えてい くことは,単 に江戸時代の様相 を理解す る

だけには とどまらない。情報化が一気 に進展 した

という点では,現 代社 会 も同 じであ り,そ の意味

で,江 戸 時代 の人々の情報への対応は,現 代社会

の問題点 について も解決の示唆 を与 えて くれるか

も知れない。

(京都大 学総合博物館 基礎資料調査 系助手 ・上杉

和央)
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京都大学総合博物館 日誌(平 成16年2月 ～平成16年6月)

2月13日 第78回 教官会議

2月28日 レクチ ャー ・シリーズno.15「 マ ダガ

ス カルの爬虫類 とその多様性」 開催

3月12日 教官懇談 会

3月27日 レクチ ャー ・シ リーズno.16「 京都 大

学 の所蔵 す る鉱物 標 本 の整理 ・登 録 と

デー タベ ース作成 まで」開催

3月30日(人 事異動)

掛 員 藤 田昌代 任期満了退職

4月1日(人 事異動)

総合博 物館 か ら配置換

掛長 村田敏雄(学 術情報 メディアセ ンター

等事務部学 内共 同利用掛長へ)

主任 岡 勇 二(学 術情報 メデ ィアセ ンター

等事務 部全 国共同利用掛主任へ)

他学部等 よ り転 入

助手 上杉和 央 採 用

掛長 後藤省 治(京 都 国立近代美術館庶務課

経理掛 長 よ り)

4月9日 第79回 教官会議

4月24日 レクチ ャー ・シ リーズno.17「 琉球 列

島の化石鳥類相 の研究 ～化石 か ら探 る,

生態系の過去 一現在一未来～」 開催

5月14日 第80回 教 官会議

5月17日 外 国 人共 同研 究者 アームス トロ ン

グ ・カ イル ・ニ コラス氏(オ ース トラ リ

ア ・ウエ ス タン ・オース トラ リア大学)

来学

6月1日 外 国人研 究員 ユ ー ・ホ ンチ ェ ン氏

(台湾 ・国立台湾大学動 物学系教授)来 学

6月2日 平成16年 春 季企 画展 「森 と里 と海 の

つ なが り一京大 フ ィー ル ド研 の挑戦 一」

開催

6月5日 レクチ ャー・シ リー ズno」8「 日本 人

と森 」開催

6月11日 第81回 教員会議

6月12日 ・19日 ・26日 第15回 公 開講座

6月17日 第19回 協議員会
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